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第 536回 例会 

2025年 11月 19日 13:00～ 

■司 会 島村恵三 例会営・出席親睦委員長 

■斉 唱 それでこそロータリー 

■出席報告 出席者数 11 名 / 20 名 

 出 席 率 55.0 % 

■ゲ ス ト  

■ビジター  

ニコボックス 

〇 岩崎幸弘 会長 

１１月に東区古出来町へ引っ越しました。終の

棲家です。マンションから３階建ての家に移り階

段が辛いです。 

〇 荒山久美 幹事 

前回お休みしてすみませんでした。パパが腸

炎で８日間入院しててんてこまいでした。食べ

過ぎ飲みすぎには皆さんも気を付けてくださ

い。 

会 長 挨 拶 

みなさん こんにちは 

今日も IAGのこころ 

「いつも 明るく 元気」  

で ご参加をいただきありがとう

ございます。寒さが身に染みる季

節となってまいりました。今年一

番の寒さです。先日 家の荷物を

廃棄しました。終活です。処分で

す。いろいろ捨てて、複雑な思い

をしています。 

さて、今日は、ネクタイは音楽ににている・・・という何

ともとりとめのないお話をいたします。音楽は、あっても

なくても人生にとってそんなに変わることはないという方

がいらっしゃいますが、本当にそうでしょうか。 

私の人生は 何かしら 音楽に寄り添って生きてきま

した。かならず 音楽が友達でした。現在はクラシック音

楽が、私の生計を支えてくれています。そして、もう一

つ寄り添ってきたものにネクタイがあります。 

その昔は、社会人、会社人間にとって 必須のアイテ

ムでありました。どんなに暑くてもがまんがまんでありま

した。 

しかし、昨今は、ネクタイがなくても OK！！、大丈

夫！そんな時代です。といわれております。でもネクタ

イがないと生きて行けないようにも感じます。 

つい先日までクールビズだったのに、秋もなく、いき

なり雪が降り始めました。そんな季節感のない世の中で

はありますが、自分の人生、歴史にそって思い出される 

ネクタイと音楽はよく似ているなと思った次第です。 

このことは 今後も 継続していかなければならない

と心を新たにしております。またやります。 

 

幹事報告 

荒山久美幹事 

① 11 月 24日（月・祝）午後に芸文センターコンサート

ホールで奉仕活動があります。出席会員の皆様に

は前回同様よろしくお願い致します。 

② 12 月の例会予定は 2 回で 12/3 と 12/17 で、当ホ

テルで行います。12/17 の例会は次年度に向けて

の年次総会を開催しますので、出来るだけ出席く

ださいますようお願い致します。 

③ 東日本大震災後の「ロータリー希望の風奨学金」

の支援協力に当クラブからは 2 万円を今月末まで

に振り込む予定です。 

④  

委員会報告 

演題：財団と社会奉仕 

卓話者：藤谷猛 ロータリー財団委員長 

 

藤谷猛 ロータリー財団委員長より、社会奉仕とロータ

リー財団をテーマとした卓話が行われました。 

卓話では、ロータリークラブの歴史を振り返り、どのよう

にしてロータリーが誕生し、社会奉仕団体として発展し

てきたのかについて、スライドを用いて分かりやすく説

明されました。さらに、財団の仕組みや資金の活用方

法についても解説がありました。 

私たち会員が力を合わせて築き上げてきた財団資金

と奉仕の精神が、多くの人々への貢献につながってい

ることを再確認するとともに、今後当クラブがどのような

方向に進み、地域社会にどのように貢献し続けるべき

かについてのお話もありました。 

また、社会奉仕の取り組みを進めることで、同じ志を持

つ仲間が集まり、会員増強にもつながるとの示唆もいた

だきました。 

以上のような内容で、有意義な卓話となりました。 


